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人人のの知知恵恵をを活活用用ししたた生生産産シシスステテムムのの実実現現にに向向けけてて

l 諸諸々々ののデデジジタタルル化化技技術術がが出出ててききたた時時にに、、ココンンテテンンツツををどどううややっっ
てて入入れれてて使使ええるるももののににししてて行行くくかか、、どどううややっってて使使いいここななすすかか？？

l どどううややっってて人人をを支支援援すするるかか？？ !!自自動動化化とと人人のの""##$$$$%%&&''$$''(())**((++もも
含含めめてて,,

!



メメガガトトレレンンドドとと我我がが国国のの製製造造業業のの対対応応!!""##
l 社社会会的的混混乱乱のの恒恒常常化化!!""ココロロナナ、、ウウククラライイナナ侵侵攻攻、、・・・・・・

レレジジリリエエンンスス ##トトラランンススフフォォーーママブブルル$$
l 製製造造業業のの%%&&

' 欧欧米米先先行行
' 我我がが国国かかららはは新新ししいいももののづづくくりりのの在在りり方方をを発発信信ででききななかかっったた

l (())**++,,--..,,//--00--++11""##((%%22**、、カカーーボボンンニニュューートトララルル、、 33--4455))00,,44""665577..778811$$!!""
' 欧欧州州先先行行
' 日日欧欧間間ででイイノノベベーーシショョンンにに結結びびつつけけよよううととすするる本本気気度度がが違違うう
' 本本質質はは、、地地球球のの有有限限性性とと「「豊豊かかささ」」99経経済済99企企業業競競争争力力ののデデカカッッププリリンンググ

##製製造造業業ががそそれれにに対対応応ででききるるかか？？$$
l 資資本本主主義義のの非非物物質質主主義義的的転転回回 ##諸諸富富 徹徹!!""資資本本主主義義のの新新ししいい形形::""岩岩波波書書
店店$$

' 現現代代資資本本主主義義がが生生産産とと消消費費のの両両面面でで「「物物的的ななもものの」」かからら「「非非物物質質的的なな
もものの」」へへとと重重点点をを移移行行ささせせるる現現象象

' ししかかしし、、単単純純なな脱脱物物質質化化ででははななくく、、非非物物質質的的ななももののはは、、物物的的ななももののにに
よよっってて実実現現さされれるる

"



メメガガトトレレンンドドとと我我がが国国のの製製造造業業のの対対応応!!$$##
l 中中国国のの大大国国化化とと米米中中摩摩擦擦

l 新新興興国国メメーーカカーーのの台台頭頭

- 大大量量生生産産競競争争ででのの敗敗北北。。思思いい切切っったた施施策策をを打打ててててなないい

l 個個人人的的なな所所感感

- ここれれららはは相相互互にに関関係係ししてていいるる
- 我我がが国国のの製製造造業業はは、、過過去去のの蓄蓄積積、、遺遺産産がが大大ききすすぎぎてて素素早早
くく動動けけなないい（（ススククララッッププアアンンドドビビルルドドががででききなないい））

- 現現状状維維持持
- 潜潜在在的的にに大大ききなな可可能能性性ががああるるデデジジタタルルベベーーススのの製製造造業業にに
転転換換ででききなないい

#



%%&&''(())**++,,--..//00
l 生生産産工工程程ににおおいいててもも、、すすりりああわわせせ かからら モモジジュュララーー へへのの移移
行行をを起起ここそそううととししてていいるる

- 直直接接的的ににはは、、旧旧東東欧欧のの低低賃賃金金へへのの対対抗抗措措置置ととししててのの「「自自
動動化化」」

- 付付加加価価値値向向上上（（..''////001122//334455**66''33**44((、、生生産産のの柔柔軟軟化化））ととしし
ててのの「「つつななががるる」」

- デデジジタタルル ×× モモジジュュララーー ×× アアーーキキテテククチチャャ でで勝勝負負ししよよ
ううととししてていいるる

l 結結果果ととししてて、、我我がが国国ののももののづづくくりりをを担担うう人人達達ににととっってて不不得得意意分分
野野

$

トトッッププダダウウンン思思考考



そそししてて、、%%&&''(())**++,,--..//00、、%%&&''(())**++1122//00のの進進化化
l デデジジタタルル化化;;ネネッットトワワーークク化化
l 低低ココスストト化化、、多多品品種種少少量量生生産産

l ((--<<88<<..**!!""==..>>))**++44--<<??@@AAははももううででききたたBBハハノノーーババーーメメッッセセCCAACCCC

l DD00,,++EE774488
l エエココシシスステテムム!!""デデジジタタルルがが全全部部繋繋ががりり出出すす
l (())**++,,--..,,//--00--++11

' カカーーボボンンフフッットトププリリンントト
' デデジジタタルル製製品品パパススポポーートト

l FF))88,,..GG55<<..++44--55
l HH<<**--00--<<..55<<
55@@""EE@@""66IIのの報報告告書書==..>>))**++4411""JJ@@AA

%



どどううすすれればば良良いいののかか33
l 「「高高品品質質品品のの大大量量生生産産」」にに代代わわるるももののづづくくりり戦戦略略がが必必要要

! 日日本本メメーーカカのの強強みみをを新新ししいい器器 ""##$$%%&&''(())**&&''++##&&'',,--にに盛盛りり直直すす

l 生生産産シシスステテムム技技術術者者へへのの新新ししいい教教育育のの必必要要性性

! デデジジタタルル化化さされれたた生生産産シシスステテムムににおおいいててはは、、作作業業者者はは、、物物理理世世
界界にに加加ええててササイイババーー世世界界をを活活用用ししてて、、ああららゆゆるるエエンンジジニニアアリリンンググ
活活動動""例例..生生産産シシスステテムムのの計計画画、、設設計計、、開開発発、、構構築築、、運運用用、、メメンンテテ、、
カカイイゼゼンン、、撤撤収収））をを実実施施ししななけけれればばななららなないい

/生生産産工工学学のの現現状状のの教教育育カカリリキキュュララムムがが古古すすぎぎるる
/生生産産科科学学にに加加ええてて、、デデジジタタルル技技術術ととシシスステテムム思思考考がが必必要要

「「高高品品質質ななももののづづくくりり」」7700高高品品質質なな製製品品、、不不良良品品ののなないいききめめ細細
かかななももののづづくくりり、、製製造造工工程程ででのの改改善善、、ココスストトダダウウンン

&



デデジジタタルル・・トトリリププレレッットト!!4455##ののイイメメーージジ

設計
情報

製品情報製品

役に立つAI

物物理理世世界界（（PPhhyyssiiccaall  WWoorrlldd）） 情情報報世世界界（（CCyybbeerr  WWoorrlldd））

知知的的活活動動世世界界::  

人人のの知知ででデデーータタかからら価価値値をを産産みみ出出すす

価値

ラライイフフササイイククルルににわわたたるるエエンンジジニニアアリリンンググ活活動動のの統統合合的的支支援援

設設計計 ⇔⇔ 生生産産 ⇔⇔ 使使用用 ⇔⇔  メメンンテテ ⇔⇔  再再生生産産 ⇔⇔  循循環環

生生産産段段階階をを例例にに取取れればば

'

l 製製品品ラライイフフササイイククルル全全体体ににわわたたっってて、、技技術術者者・・技技

能能者者のの問問題題解解決決、、価価値値創創造造をを支支援援
l 現現場場のの技技術術者者のの知知識識、、判判断断をを形形式式知知化化
l 現現場場のの技技術術者者ががデデジジタタルル・・トトリリププレレッットト自自体体ををどどんん

どどんんカカイイゼゼンン



l 技術者、現場の熟練者は、デジタル情報を中心にエンジニアリング活動を行う

l エンジニアリング活動にはD3自体の開発、改善活動を含む
→日本型生産システムは常に向上し続けるシステム

製製品品

設設計計

情情報報

製製品品情情報報

情情報報世世界界（（CCyybbeerr  WWoorrlldd））

物物理理世世界界（（PPhhyyssiiccaall  WWoorrlldd））

エエンンジジニニアア

現現場場のの人人

データ収集

情報分析

意思決定

実施

評価

・AIツール
・シミュレータ
・CAE

何を測るのか？
データ収集

システムの構築

何をどう分析する
のか？

ツール選定、情報
分析方法決定

評価法選択

何に基づいて、何
を決めるのか？

知識、経験

実施法につい
ての知識、経験

対象：
・要求と達成の不整合
・継続的改善
・物理システムの変化
・環境の変化

・センサ
・ロガー
・IoT
・アクチュエータ

・アクチュエータ
・プログラム変更
・人手による改造

人人のの知知ででデデーータタかからら価価値値をを産産みみ出出すす

デデジジタタルル・・トトリリププレレッットト上上ででのの

エエンンジジニニアアリリンンググササイイククルル

!



l 創意工夫をデジタルの文脈で、それが例えば自働化、カイゼン

l D2を活用してエンジニアリング活動をするので、その履歴が取れる、そこにグラウンディング

製製品品

設設計計

情情報報

製製品品情情報報

情情報報世世界界（（CCyybbeerr  WWoorrlldd））

物物理理世世界界（（PPhhyyssiiccaall  WWoorrlldd））

エエンンジジニニアア

現現場場のの人人

データ収集

情報分析

意思決定

実施

評価

・AIツール
・シミュレータ
・CAE

何を測るのか？
データ収集

システムの構築

何をどう分析する
のか？

ツール選定、情報
分析方法決定

評価法選択

何に基づいて、何
を決めるのか？

知識、経験

実施法につい
ての知識、経験

対象：
・要求と達成の不整合
・継続的改善
・物理システムの変化
・環境の変化

他プロセスへ設計へ

このサイクル（エンジニアリングサイクル、
EC）を1単位としてプロセス知を記述したい

・センサ
・ロガー
・IoT
・アクチュエータ

・アクチュエータ
・プログラム変更
・人手による改造

ススパパイイララルルアアッッププししてて行行くく

学学ぶぶべべきき重重要要ななププロロセセスス

"



!!""""##$$%%!!&&''(())$$""**&&++,,--..//生生産産シシスステテムム00ににおおけけるる
「「技技術術者者」」のの役役割割

#$

11888899ラライインン上上のの
作作業業者者

通通常常生生産産時時77
極極力力自自動動化化

設設計計
立立ちち上上げげ

メメンンテテナナンンスス改改
善善、、::

技技術術者者がが必必要要



梅梅田田班班のの狙狙いい

作業者 技術者

設計、立ち上げ、メ
ンテナンス、改善な
どの意思決定支援

デジタルトリプレット

作業支援 ;(<2/3=>0?@A
B25'(%)#(3=*)0
1889

##

社社会会連連携携講講座座全全体体のの狙狙いい



デデジジタタルル・・トトリリププレレッットト%%112200ののイイメメーージジ

#%

設設計計
情情報報

製製品品情情報報製製品品

役役にに立立つつAAII

物物理理世世界界（（PPhhyyssiiccaall  WWoorrlldd）） 情情報報世世界界（（CCyybbeerr  WWoorrlldd））

知知的的活活動動世世界界::  

人人のの知知ででデデーータタかからら価価値値をを産産みみ出出すす

価価値値

ラライイフフササイイククルルににわわたたるるエエンンジジニニアアリリンンググ活活動動のの統統合合的的支支援援

設設計計 ⇔⇔ 生生産産 ⇔⇔ 使使用用 ⇔⇔  メメンンテテ ⇔⇔  再再生生産産 ⇔⇔  循循環環

生生産産段段階階をを例例にに取取れればば



ラライイフフササイイククルルににわわたたるるエエンンジジニニアアリリンンググ活活動動のの

統統合合的的支支援援がが大大ききななポポイインントト

ラライイフフササイイククルルににわわたたるるエエンンジジニニアアリリンンググ活活動動のの統統合合的的支支援援

設設計計 ⇔⇔ 生生産産 ⇔⇔ 使使用用 ⇔⇔  メメンンテテ ⇔⇔  再再生生産産 ⇔⇔  循循環環

ユユーーザザととののイインンタタララククシショョンン

使使用用情情報報のの再再生生産産ででのの利利用用使使用用情情報報のの設設計計ででのの利利用用

生生産産情情報報ののメメンンテテででのの利利用用

#&



梅梅田田班班ののテテーーママ

l デデジジタタルル・・トトリリププレレッットトのの実実用用化化例例をを作作るる、、使使ううここととにによよっってて、、次次
ののスステテーージジへへ

l 臨臨海海工工場場ははすすででにに高高度度にに;;44CC化化さされれてていいるる

l 技技術術者者のの方方々々はは軽軽々々とと使使いいここななししてて
いいるる

#)

hhttttppss::////xxtteecchh..nniikkkkeeii..ccoomm//aattccll//nnxxtt//ccoolluummnn//1188//0000445544//0000000077//



検検討討ししよよううととししてていいるる事事例例

l DDEE型型生生産産シシスステテムムをを活活用用ししてて分分析析ツツーールル!!例例ええばば、、故故障障検検知知
シシスステテムム,,をを作作っってて作作業業者者をを支支援援すするるデデジジタタルルエエンンジジニニアアをを支支
援援すするるDDFF

#*

ナレッジ
エンジニア(KE)

ログレベル
の記述

共通プロセス
モデル

B

DC

フィールド
エンジニア(FE)

A

EP
⽣産システムの
問題解決C

ログレベル
の記述

共通プロセス
モデル

Bʼ

Cʼ

ディジタル
エンジニア(DE)

Aʼ

EP
デジタルツー
ル作成Cʼ




